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正し
い知識

で確実な防除を…

AGRI INFORMATION

あ
ぐ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

6〜7月の作業
ながみね

う  

め

夏
場
の
高
温
下
で
は
、
梅
の
樹
一
樹
あ
た

り
雨
量
換
算
に
し
て
約
４
～
５
㎜
の
蒸
散
量

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
光
合
成
に
よ
る

養
分
蓄
積
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
適

宜
潅
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。
７
月
か
ら
８
月

は
梅
の
花
芽
分
化
期
と
な
り
、
翌
年
の
状
態

を
決
め
る
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。
樹
勢

維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
お
礼
肥

７
月
に
入
る
と
一
部
の
地
域
を
残
し
、
ほ

ぼ
収
穫
が
終
了
し
ま
す
。

樹
勢
の
回
復
を
図
り
、
翌
年
に
向
け
て
貯

蔵
養
分
の
蓄
積
や
花
芽
分
化
の
促
進
・
充
実

の
た
め
に
収
穫
終
了
後
早
急
に
施
肥
し
て
下

さ
い
。

施
肥
量
の
目
安
は
、
反
当
り
な
が
み
ね
粒

布
剤
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

●
夏
肥
の
施
用

（
中
晩
柑
）

六
月
中
下
旬
頃
に
甘
夏
・
八
朔
に
チ
ッ
素

成
分
12
㎏
、
清
見
に
チ
ッ
素
成
分
８
㎏
を
施

用
し
て
下
さ
い
。

●
除
草

土
壌
水
分
が
多
い
場
合
は
ゾ
ー
バ
ー
1000

倍
【
60
日
前
／
１
回
】（
加
用
サ
ー
フ
ァ
ク
タ

ン
ト
1000
倍
と
プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
Ｌ
500
倍
）
を
、

ま
た
土
壌
水
分
が
少
な
い
場
合
は
ラ
ウ
ン
ド

ア
ッ
プ
系
除
草
剤
を
200
倍
で
使
用
し
て
下
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

表
２
を
参
考
に
防
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。

し
も
つ
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　

吉
田　

侑
生

み
か
ん

●
生
産
対
策

①
着
花
過
多
対
策

着
花
量
が
多
い
樹
に
つ
い
て
は
、
す
そ
、

ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
日
の
当
た
ら
な
い
果
実
は

摘
果
し
ま
し
ょ
う
。　

樹
体
表
面
に
あ
る
果
実
を
摘
果
し
過
ぎ
る

と
、
摘
果
後
か
ら
芽
が
出
て
し
ま
い
果
実
品

質
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
し
、
労

力
的
に
は
負
担
に
な
る
の
で
、
そ
の
場
合
は

摘
果
剤
の
散
布
も
有
効
で
す
。（
表
１
）

ま
た
、
六
月
中
旬
頃
か
ら
樹
冠
上
部
摘
果

を
行
い
、
梅
雨

芽
を
発
生
さ

せ
て
来
年
の

結
果
母
枝
を

確
保
す
る
の

も
有
効
で
す
。

②
着
花
量
少
樹

対
策
（
生
理

落
果
防
止

対
策
）

で
き
る
だ
け

生
理
落
果
を
少

な
く
す
る
た
め

に
、
着
花
枝
近

く
の
発
育
枝
の

芽
か
き
や
か
ぶ

さ
り
枝
の
除
去
、

昨
年
の
成
り
跡

（
果
梗
枝
）
の

間
引
き
、
新
梢

の
緑
化
促
進
の

た
め
に
葉
面
散

状
配
合
２
号
を
７
袋
、
又

は
千
代
田
化
成
５
４
９
を

３
袋
施
用
し
て
下
さ
い
。

●
重
点
防
除

◯
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

 （
ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
）

多
発
す
る
と
樹
勢
が

著
し
く
低
下
す
る
の
で
、

５
月
に
防
除
が
出
来
て

い
な
い
園
や
多
発
園
で
は
、

７
月
（
収
穫
後
）
に
防

除
を
し
て
下
さ
い
。

◯
ケ
ム
シ
類

ケ
ム
シ
類
が
発
生
す

る
と
葉
が
食
害
さ
れ
、

翌
年
の
生
育
に
影
響
し

ま
す
。
薬
剤
を
散
布
し

早
期
に
防
除
し
て
下
さ
い
。

●
夏
季
剪
定

収
穫
後
か
ら
７
月
下

旬
に
か
け
て
、
樹
冠
内
部
の
真
上
に
出
た
徒

長
枝
を
間
引
き
、
日
当
た
り
を
よ
く
し
て
下

さ
い
。
た
だ
し
、
枝
を
切
り
過
ぎ
る
と
樹
勢

を
弱
め
、
日
焼
け
に
よ
る
枯
れ
こ
み
を
ま
ね

く
の
で
、
剪
定
量
は
徒
長
枝
発
生
本
数
の
３

分
の
１
程
度
と
し
て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
樹
勢
の
弱
い
樹
で
は
夏
季
剪
定

を
行
わ
な
い
で
下
さ
い
。

紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

浦　

健
士

対象病害虫 薬剤名 倍数 収穫前日数 年間使用回数

カイガラムシ類
（ウメシロカイガラムシ） モスピラン顆粒水和剤 ２，０００倍 前日 ３回

ケムシ類
モモヒメヨコバイ マブリック水和剤20 ４,０００倍 ２１日 ２回

用途 薬剤名 時期 倍数 備考

局部全摘果
フィガロン乳剤 満開後

１０〜２０日
１，０００倍 落としたい

部位に散布ターム水溶剤 ５００〜１，０００倍

間引き摘果 フィガロン乳剤 満開後
２０〜５０日 ２，０００倍 果径２０㎜を

目安に

表１　※フィガロンは樹勢の低下している樹には散布しない

病害虫 薬剤名 倍数 収穫前日数 散布回数 備考

黒点病
エムダイファー（水） 600倍 みかん：60日

柑　橘：90日 2回 温州みかんに限り
400～600倍で

使用可。ジマンダイセン(水)
又はペンコゼブ（水） 600倍 みかん：30日 

柑　橘：90日 4回

カイヨウ病
ｉｃボルドー66Ｄ 80倍 － － 自己摘心 

終了後

クプロシールド（F） １,000倍 － － ジマンダイセンと
混用可能

アブラムシ モスピラン（顆粒水溶）4,000倍 14日 3回

カイガラムシ類

モベントフロアブル 2,000倍 ７日 3回 ５月下旬～

トランスフォーム（F） 2,000倍 前日 3回 ５月下旬～
６月上旬

アプロード（水） 1,000倍 みかん：14日
柑　橘：45日 3回 ５月下旬～

チャノキイロ 
アザミウマ

アドマイヤー（Ｆ） 3,000倍 14日 3回 チャノキイロアザミウマ、ゴマ
ダラカミキリ同時防除にグ
レーシアフロアブル4000
倍でも良い。※グレーシア
の散布は６月上旬まで

アクセルキング（F） 2,000倍 7日 2回

ミカンハダニ マシン油97％ 200倍 4月～10月 － 6月中下旬

表2
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AGRI INFORMATION  ［6～7月の作業］

き
る
だ
け
浅
水
で
管
理
し
、ジ
ャ
ン
ボ
た
に

し
く
ん
１
～
２
㎏
／
10
ａ（
収
穫
60
前
／
２

回
）を
散
布
し
て
下
さ
い
。

●
除
草
剤

除
草
剤
は
薬
害
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
使

用
時
期
、
使
用
量
に
間
違
い
の
な
い
よ
う
下

記
表
の
通
り
注
意
し
て
散
布
し
て
下
さ
い
。

海
南
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

田
中　

昌
隆

山  

椒

●
樹
の
生
理

７
月
に
な
り
ま
す
と
新
梢
伸
長
期
の
ピ
ー

ク
と
な
り
、
こ
の
時
期
に
充
実
し
た
枝
を
作

る
か
ど
う
か
で
翌
春
の
結
実
に
影
響
し
ま
す
。

ま
た
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
山

椒
の
花
芽
分
化
期
と
な
る
の
で
、
こ
の
時
期

の
天
候
が
翌
年
の
収
量
に
関
係
し
、
天
候
不

順
が
続
く
と
不
作
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
収
穫
、
乾
燥
作
業

乾
燥
山
椒
の
収
穫
時
期
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
暑
い
中
で
の
収
穫
と
な
り
ま
す
の
で
体

調
管
理
に
注
意
し
な
が
ら
計
画
的
に
収
穫
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

収
穫
開
始
に
あ
た
っ
て
は
農
薬
の
収
穫
前

日
数
を
必
ず
確
認
し
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

乾
燥
に
つ
い
て
は
山
椒
の
状
態
を
み
な
が

ら
充
分
に
乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

保
存
に
つ
い
て
も
乾
燥
戻
り
の
な
い
よ
う
冷

暗
所
で
の
保
存
を
心
掛
け
、
出
荷
前
に
は
再

度
乾
燥
状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

降
雨
時
に
収
穫
し
、
濡
れ
て
い
る
状
態
で

そ
の
ま
ま
乾
燥
を
始
め
る
と
変
色
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
低
温
で
水
分
を
飛
ば
し
て
か

ら
乾
燥
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

海
南
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

上
森　

悠
平

か  

き

●
摘
果

摘
果
は
早
く
行
う
ほ
ど
効
果
が
高
い
の
で
、

で
き
れ
ば
７
月
末
ま
で
に
は
終
了
し
ま
し
ょ

う
。
摘
果
は
果
実
肥
大
を
促
し
、
果
実
品
質

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
行
い
ま
す
が
第
一
回

目
の
選
果
で
も
あ
り
ま
す
。
奇
形
果
、
傷
果
、

へ
た
に
傷
の
あ
る
も
の
、
遅
れ
花
の
果
実
、

日
焼
け
果
に
な
り
そ
う
な
上
向
き
の
果
実
を

摘
果
し
、
形
状
が
よ
く
て
緑
色
が
濃
く
、
へ

た
が
四
枚
揃
っ
た
き
れ
い
で
大
き
い
果
実
を

残
し
ま
し
ょ
う
。

下
さ
い
。
除
草
剤
と
袋
が
似
て
い
る
の
で
、

間
違
え
て
い
な
い
か
よ
く
確
認
し
て
下
さ
い
。

朝
つ
ゆ
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
ほ
う
き
等

で
軽
く
つ
ゆ
を
落
と
し
て
か
ら
散
布
し
て
下

さ
い
。
田
植
後
、
補
植
用
の
苗
を
い
つ
ま
で

も
水
田
に
放
っ
て
お
く
と
い
も
ち
病
や
ウ
ン

カ
類
の
発
生
源
に
な
る
の
で
補
植
が
終
わ
り

し
だ
い
取
り
除
い
て
下
さ
い
。

●
藻
類
の
発
生

高
温
に
な
る
と
、
藻
類
の
発
生
が
多
く

な
り
ま
す
。
藻
類
が
発
生
す
る
圃
場
で
は
、

除
草
剤
を
使
用
す
る
前
に
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤

３
㎏
／
10
ａ
（
収
穫
45
日
前
／
３
回
）
を

使
用
し
て
下
さ
い
。
藻
類
が
大
量
に
発
生

し
て
い
る
圃

場
に
除
草
剤

（
特
に
投
げ

込
み
式
パ
ッ

ク
剤
）
を
使

用
し
ま
す
と
、

薬
害
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。

●
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
　

対
策

ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
（
ス

ク
ミ
リ
ン
ゴ

ガ
イ
）
の
多

い
圃
場
で
は
、

田
植
後
２
、

３
週
間
は
被

害
が
出
ま
す
。

発
生
の
多
い

圃
場
は
、
で

●
か
ん
水
　
　

近
年
は
、
夏
季
に
高
温
乾
燥
が
続
き
、
果

実
の
肥
大
の
抑
制
、
日
焼
け
果
の
発
生
、
ひ

ど
い
時
に
は
果
実
に
し
わ
の
発
生
、
落
葉
な

ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
か
ん
水
は
、
葉
が

萎
れ
て
か
ら
で
は
遅
く
、
健
全
な
と
き
か
ら

開
始
し
ま
し
ょ
う
。
か
ん
水
の
目
安
と
し
て

は
、
一
日
約
二
〇
～
三
〇
mm
程
度
を
七
日
程

度
の
間
隔
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
反
射
マ
ル
チ
の
敷
設

刀
根
早
生
の
早
期
出
荷
対
策
の
ひ
と
つ
で

あ
る
マ
ル
チ
の
敷
設
に
つ
い
て
は
、
白
マ
ル

チ
は
７
月
下
旬
、
シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
は
８
月

中
下
旬
に
実
施
し
て
下
さ
い
。

マ
ル
チ
に
太
陽
光
を
よ
り
反
射
さ
せ
る
た

め
に
徒
長
枝
等
の
除
去
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫

カ
メ
ム
シ
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
各
セ

ン
タ
ー
で
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
確

認
し
な
が
ら
防
除
計
画
を
設
定
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
局
地
的
に
発
生
す
る
こ
と
も
多
い
の

で
、
各
園
地
を
巡
回
し
状
況
に
応
じ
て
防
除

に
努
め
て
下
さ
い
。

紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー　

坪
井　

雅
弘

水  

稲

●
代
か
き

代
か
き
を
し
て
す
ぐ
に
田
植
え
を
す
る
と
、

根
の
活
着
が
悪
く
な
り
、
根
腐
れ
や
除
草
剤

の
薬
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
代

か
き
か
ら
田
植
え
は
７
日
く
ら
い
あ
け
て
下

さ
い
。

●
田
植
え

田
植
の
３
日
前
か
ら
当
日
に
ス
ク
ラ
ム
箱

粒
剤
を
育
苗
箱
１
箱
当
た
り
50
ｇ
散
布
し
て

た
ね
な
し
柿

時期 対象病害虫名 使用薬剤名 倍数
使用基準

収穫前日数 回数

7月上旬
落葉病 エムダイファー水和剤 600倍 45日 2回

カイガラムシ類
カメムシ類 モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前日 3回

富
有
柿

時期 対象病害虫名 使用薬剤名 倍数
使用基準

収穫前日数 回数

7月中旬
落葉病・炭そ病 ジマンダイセン水和剤 400倍 45日 ２回

カイガラムシ類
カメムシ類 モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前日 3回

※ジマンダイセンは高温多湿時の薬害に注意する。

《田植え前》

代かき直後～田植え7日前
サキドリEW　５００ｍｌ/１０a　原液湛水散布
又は　ユニハーブフロアブル　５００ｍｌ/１０a
原液湛水散布

《初期一発除草剤》
移植直後～ノビエ3葉期但し、収穫60日前まで エンペラー1キロ粒剤  1kg/10a
移植直後～ノビエ2.5葉期但し、移植後30日まで サラブレッドKAIフロアブル  500㎖/10a
移植直後～ノビエ3葉期但し、移植後30日まで エンペラージャンボ25gパック  10個/10a

除草剤
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抽選会の様子

総代会の様子

落合公子会長による議事進行

５
月
12
日
か
ら
３
日
間
、
管
内
の

営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
、
支
店
に
お
い

て
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

管
内
３
会
場
に
総
勢
40
名
の
地
区

委
員
、
生
産
者
部
会
の
部
会
長
、
女

性
会
・
青
年
部
役
員
等
が
参
加
し
意

見
・
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
下
ひ
と
つ
の
農
協
と
な
り
、
今

ま
で
以
上
に
組
合
員
の
皆
様
に
頂
き

ま
し
た
ご
意
見
を
活
か
し
、
さ
ら
に

「
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ
Ａ 

」
を
目
指

す
こ
と
が
目
的
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
。懇

談
会
の
最
後
に
は
お
楽
し
み
抽

選
会
を
開
催
し
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
終
了
し
ま
し
た
。

な
が
み
ね
地
域
本
部
会
議
室
に
て
、

令
和
７
年
度
女
性
会
通
常
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
落
合
公
子
会
長

は
、「
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
『国

消
国
産
釜
め
し
グ
ラ
ン
プ
リ
』
を
開

催
し
と
れ
た
て
広
場
来
店
者
に
国
消

国
産
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
今
年
度
も

元
気
と
魅
力
あ
る
女
性
組
織
づ
く
り

と
、
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
の
で
皆
様
の
積
極
的
な
ご

参
加
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
令
和
６
年
度
活
動
・
収

支
報
告
、
令
和
７
年
度
活
動
・
収
支

計
画
（
案
）
な
ど
３
議
案
を
審
議
、

全
議
案
可
決
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
旅
行
や
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

な
ど
み
な
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
活

動
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

地
区
別
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

令和7年度

な
が
み
ね
地
域
本
部

女
性
会
通
常
総
代
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

令和7年度

懇談会の様子

退職のお知らせ
退　職 （令和7年４月30日付）

氏　　名 旧部署

柳本　理菜 野上支店 依願退職
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組合員のみなさまへ…とれたて広場情報

※農産物等の出荷状況などでイベントスケジュールに変更ある場合があります。
※その他、毎週イベント広場は旬の農産物中心にイベントを開催します。

■定休日･･･毎週水曜日とさせていただきます。

最新情報（イベント情報・営業時間等）は
とれたて広場のブログをご覧ください。

とれたて広場ブログ

●ながみね地域本部　 ●〒642-0022　和歌山県海南市大野中718-1　TEL.073・482・6131　FAX.073・482・9246
■海南東支店　TEL.487・0300　■海南西支店　TEL.482・3215　■野上支店　TEL.489・2015　■しもつ支店　TEL.492・1131

1 

神
谷  

美
佑

［
し
も
つ
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
］

2 

角
　  

巴
那

［
海
南
西
支
店
］

3 

浅
見  

奈
央
子

［
海
南
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
］

4 

桑
添  

大
輔

［
野
上
支
店
］

5 

小
早
川  

琴
音

［
し
も
つ
支
店
］

6 

田
中  

夢
海

［
紀
美
野
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
］

7 

山
下  

智
美

［
海
南
東
支
店
］

123
4

5

67

私
た
ち
が
、
地
域
や
Ｊ
Ａ
の
事
業
・

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

広
報
担
当
者
の

ご
紹
介

各
支
店
・
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
の

開催日 イベント 内　容

6月28日（土）～29日（日） 提携ファーマーズ物産展 ご当地の農産物販売

7月 5日（土）～ 6日（日） 提携ファーマーズ物産展 ご当地の農産物販売

7月12日（土）～13日（日） 桃まつり 桃特売イベント

7月19日（土）～21日（月） 桃まつり＆提携ファーマーズ物産展 桃特売＆ご当地の農産物販売

7月26日（土） とれたて広場夏まつり ヨーヨー釣り・スーパーボール・金魚すくいなどなど
楽しいイベント考え中♪

7月26日（土）～27日（日） 提携ファーマーズ物産展 ご当地の農産物販売

ごゆっくりお買い物をお楽しみ下さい。
☎ 487-0900

6月〜7月のイベント情報
毎週土曜日は「お米の日」
定休日　毎週水曜日とさせていただきます。

ごゆっくりお買い物をお楽しみ下さい

13
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■紀美野営農生活センター　TEL.495・2331　■野上サブセンター　TEL.489・2015　■海南営農生活センター　TEL.487・1935
■しもつ営農生活センター　TEL.492・1413　■とれたて広場　　　TEL.487・0900

上段順弘部会長の挨拶

大会の様子

研修会の様子

びわ湖バレイにて

女
性
会
し
も
つ
ブ
ロ
ッ
ク
は
日
帰
り

旅
行
を
行
い
、
滋
賀
県
を
訪
れ
、
会
員

23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
を
散
策
し
今
津

サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
び
わ
湖
バ
レ
イ
に
行
き
、

天
候
も
良
く
水
仙
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎

え
、
琵
琶
湖
の
一
望
の
絶
景
を
楽
し
み

ま
し
た
。

参
加
者
は
「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ

て
時
間
を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

総
会
を
開
催
し
、
１
０
７
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
上
段
順
弘
部

会
長
は
「
部
会
員
同
士
の
情
報
共
有
と

意
見
交
換
を
行
い
、
よ
り
い
っ
そ
う
意

欲
的
な
山
椒
作
り
を
行
っ
て
も
ら
い
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
岡
野
清
隆
本
部
長
よ
り
「
同

Ｊ
Ａ
の
山
椒
部
会
３
支
部
が
統
合
し
て

４
年
が
経
過
し
、
部
会
員
数
が
293
名
で

管
内
の
部
会
の
中
で
は
最
も
多
い
部
会

員
数
に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
業
者
等

か
ら
の
引
き
合
い
も
強
く
価
格
も
安
定

し
て
お
り
引
き
続
き
有
利
販
売
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報

告
や
令
和
７
年
度
収
支
計
画
（
案
）
等

が
あ
り
、全
議
案
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
れ
た

て
広
場
は
第
19
回
出
荷
者
大
会
を
紀
美

野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

出
荷
者
ら
77
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

岡
野
清
隆
本
部
長
は
「
昨
年
は
客
単

価
も
上
が
り
実
績
は
計
画
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
出
荷
者
の
皆
様

の
お
陰
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら

な
る
集
客
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

中
道
良
輔
店
長
が
令
和
６
年
度
事
業

報
告
や
令
和
７
年
度
の
取
り
組
み
方
針

他
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
利
用

取
り
決
め
事
項
な
ど
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
「
今
後
も
と
れ
た
て
広
場
と
更

な
る
活
性
化
に
向
け
て
一
緒
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

現
在
の
出
荷
者
登
録
者
数
は
、
７
６

０
名
。
今
後
も
委
託
販
売
拡
大
に
向
け

て
、
各
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

新
規
出
荷
者
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

紀
美
野
ブ
ロ
ッ
ク
を
皮
切
り
に
全
職

員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た

り
岡
野
清
隆
本
部
長
は
「
和
歌
山
県
農

業
協
同
組
合
が
発
足
し
た
が
、
依
然
と

し
て
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
等
が
厳
し

い
中
、
地
域
本
部
職
員
が
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー

ム
と
な
っ
て
Ｊ
Ａ
の
役
割
を
果
た
し
、

組
合
員
に
還
元
で
き
る
事
が
重
要
で
あ

る
。
職
員
は
効
率
良
く
仕
事
を
し
、
生

産
性
を
上
げ
る
と
共
に
、
各
々
事
業
部

門
が
目
標
を
上
回
る
実
績
を
上
げ
て
頂

き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
入
職
員
紹
介
や
前
年
度

各
事
業
の
実
績
報
告
、
２
０
２
５
年
度
事

業
計
画
に
関
す
る
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
人
権
研
修
及
び
個
人
情
報

保
護
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
等
を

行
い
、
役
職
員
は
改
め
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

女
性
会
し
も
つ
ブ
ロ
ッ
ク

日
帰
り
旅
行

第
４
回

山
椒
部
会
総
会
を
開
催 

と
れ
た
て
広
場

出
荷
者
大
会
を
開
催

令
和
7
年
度

全
職
員
研
修
を
開
催
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●ながみね地域本部　 ●〒642-0022　和歌山県海南市大野中718-1　TEL.073・482・6131　FAX.073・482・9246
■海南東支店　TEL.487・0300　■海南西支店　TEL.482・3215　■野上支店　TEL.489・2015　■しもつ支店　TEL.492・1131

土山さんのお子さんが「犬を飼いたい！」ということで
３年前に「テオ」、2年前に「サン」を飼い始めました。

２匹ともとても大人しく人懐っこい性格。食べることが
大好きで、お腹が大きくな
ってきたので食事制限して
います。（笑）

散歩に行く時に「テオ」
は嬉しそうにしますが、「サ
ン」はリードが嫌いで動か
なくなります。

土山さんにとって2匹は
「大事な家族であり癒しの
存在である」と話しました。

テオ（3歳）
サン（2歳）

〇〇さん家
ち

のペット
～しもつ管内 「土山 善史」さん家～

活発な積乱雲が線状に連なると、同じ場所で非常に激し
い雨が続き、集中豪雨になります。この線状に連なる積乱雲
の雨の範囲を線状降水帯といいます。

　線状降水帯が予想されると、気象庁は半日程度前に情
報を発表し、警戒を呼びかけます。線状降水帯の予測の的
中は4回に1回程度です。2024年はさらに低く、的中率は1割
程度でした。ただ、実際に線状降水帯が発生しなくても、大
雨になったケースは、予測したうちの3割以上ありました。線
状降水帯の発生が呼びかけられたら、災害への警戒を高め
ることが重要です。

　気象レーダーなどで、線状降水
帯の発生が確認されると、気象庁から

「顕著な大雨に関する情報」が発表
されます。気象庁ウェブサイトの「雨
雲の動き」や「今後の雨」を見ると、
どこに線状降水帯があるか分かります。
このようなとき、付近の地域にお住ま
いの方は、危険な場所から避難する
など早めの行動が必要です。

線状降水帯が予想されたら

お天気カレンダー
気象予報士

檜山 靖洋

グリーンピースと新玉ねぎの卵とじ煮

女性会の台所Wom
en's Association Kitchen

［担 当］
海南支部 今月の

おすすめ一品～グリーンピース編～

たっぷりの卵でとじて、夕飯のひと品に。新鮮なグリーンピースは
甘めが強く格別のおいしさです。食物繊維が多く含まれているのもう
れしいです！海南支部はフラワーアレンジやかご作りなど楽しく活動
を行っています。ぜひ気軽に参加してください。

【お問合せ先】
海南営農生活センター ☎073－487－1935

□グリーンピース（さやから出して）
.......................................４００ｇ
□新玉ねぎ.........................小２個
□卵......................................４個
・出汁..............................２００CC
・しょうゆ ........................小さじ２
・みりん........................大さじ１強
・塩..............................小さじ1/3

材料（4人分）
玉ねぎは太めの千切りにします。

鍋にⒶを合わせて煮立て玉ねぎ、
グリーンピースを入れ沸騰したら
弱火で１０分位煮ます。

③割りほぐした卵を回し入れ蓋を
し、火を止めて好みの柔らかさに
とじたら出来上がり。

作り方
1

2

3
Ⓐ

＊＊＊女性会海南支部より一言＊＊＊

～次回の「とれたて広場の1品」はオクラです。女性会下津支部がご紹介します！～

15


